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２０２５年度　メリー★ポピンズ kids北朝霞ルーム 

事業報告書 

（保育所における自己評価） 
 

 

 

１．２０２５年度の概要　～年度の基本方針を受けて～ 
本年度は、「原点回帰」〜毎日の時間を大切に、人格形成の基本を確実に丁寧に〜を運営方針に掲

げ、日々の保育実践に取り組んできた。乳幼児期という人生の土台を形成する大切な時期におい

て、子ども一人ひとりを深く観察し、興味や関心、行動の背景を丁寧に読み取りながら、子どもを真ん

中に据えた温かい保育を行うことができた。 

 

季節の行事については、子どもが主体となって取り組む過程を大切にし、準備段階から楽しむ姿が

多く見られた。また、行事に限らず日々の生活においても、子どもの姿に応じて保育内容や環境を柔

軟に調整し、安心して遊び込み、生活できる環境づくりを行った。 

 

さらに、「大人が教えないと知り得ないことを共に経験し積み重ねていく」ことを意識し、日課の実践を

一年を通して継続した。一方で、乳児期からの積み重ねの重要性という課題も明確となった。今後は

発達段階に応じた日課の在り方を見直し、より意味のある保育実践へとつなげていく。 

 

（１）保育内容の充実・質の向上 

1 

計画・ねらい 子ども一人ひとりの姿を捉え・語り合う 

実践結果 

子ども一人ひとりの姿を捉え語り合うことを大切にしたことで、クラスを越えて子

どもの様子や関わりについて共有する機会が増え、日常的に語り合う姿が見ら

れるようになった。また、行事の計画や振り返りにおいても子どもの姿を起点と

した話し合いが定着し、多面的に子どもを捉えることで理解が深まった。これに

より、一人ひとりに応じた援助や環境設定につながり、チーム保育の意識向上

と保育の質の向上が図られた。 

次年度方向性 

 

今年度の取り組みをさらに発展させ、クラスの垣根を越えて子どもを見守る体

制を強化していく。多様な視点から援助や環境を検討し、子どもが主体的に選

び遊びを広げられる環境づくりを進める。また、子どもの育ちや保育の意図を

保護者へ積極的に発信し、共に育てる関係づくりを深めていきたい。 

2 

計画・ねらい 子どもの姿を捉えた保育計画の作成、実践、振り返りのOODAサイクルの定着 

実践結果 

 

子どもの姿を基に計画・実施・振り返りを行うOODAサイクルの定着を目指し、

日々の保育の中で施設長・主任・担任間で継続的に話し合いを行った。子どもの

姿から計画を立てる意識が高まり、振り返りを通して次の保育へとつなげる流れ

が定着してきた。その結果、遊びが単発で終わるのではなく、子どもの興味や関

心を起点に連続性のある活動へと発展していく姿が見られるようになり、子ども

主体の保育の実践につながった。 

次年度方向性 
今年度の取り組みをさらに発展させ、OODAサイクルを園全体の文化として定

着させていく。日常の遊びだけでなく、行事や特別な活動においても子どもの姿
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を起点とした計画と振り返りを行い、日常と非日常が自然につながる保育を目

指す。また、子ども自身が主体的に活動を生み出し、関わりや遊びを広げてい

く力がより育つよう、環境や援助の工夫を重ねていきたい。 

3 

計画・ねらい 子どもの発達を改めて深く理解する 

実践結果 

子どもの発達を改めて深く理解することを目的に、園内研修などを通して学ぶ

時間を意識的に確保してきたことで、子どもの行動の背景にある発達に目を向

けようとする職員の意識が高まった。発達の視点から子どもを捉えることで、直

接的な援助だけでなく、環境を通して働きかける保育につなげることができた点

は大きな成果であった。一方で、理解の深まりには個人差もあり、継続的な学

びや実践との往還が今後の課題として挙げられる。 

次年度方向性 

引き続き学びを止めることなく、園全体で子どもの発達理解を深めていく。発達

を把握することを目的とするのではなく、その理解を基に一人一人に応じた配

慮や援助を行い、環境づくりを進めていく。子どもの発達を保障する視点を共有

し、日々の保育の中で実践と学びを循環させながら、専門職としての力量向上

を図っていきたい。 

 

 

（２）保育所を利用する子どもの保護者への支援 

1 

計画・ねらい 
全職員が子どもを真ん中に置きながらも、保護者の気持ちや背景を理解し、寄

り添う 

実践結果 

子どもを中心に据えながら、保護者の気持ちや背景を理解し寄り添うことを意

識して取り組んできた。育児経験のある職員を中心に、保護者の立場に立った

関わりや言葉掛けが見られ、信頼関係の構築につながった。一方で、経験の差

による難しさもあり、理解の深まりには課題も見られた。 

次年度方向性 

引き続き子どもを真ん中に置きながら、保護者の思いや背景を丁寧に受け止

め、共に子どもの育ちを支える関係づくりを進めていく。職員間での学びや共有

を通して、全職員が保護者に寄り添う姿勢を高めていきたい。 

2 

計画・ねらい 
自園の強み・特性を生かした園の様子や子どもの姿の記録と公開を行い、情

報を発信する。 

実践結果 

自園の強みや特性を生かした保育の様子を発信するため、アプリのタイムライ

ンや連絡帳に加え、写真掲示やドキュメンテーションの作成など、日常的に記

録の公開を行うことができた。職員や子どもの個性や興味関心が記録に表れ、

自園の特徴を伝える取り組みにつながった。 

次年度方向性 

自園の強みをさらに明確にし、記録や発信の質の向上を図っていく。また、園

内だけでなく地域へも積極的に情報発信を行い、園の魅力や保育の意図が伝

わる取り組みを進めていきたい。 

3 

計画・ねらい 保護者がいつ来ても整理整頓されている気持ちの良い保育園にしていく。 

実践結果 

保護者がいつ来ても気持ちよく過ごせる環境を目指し、朝夕の清掃や整備、食

事環境の衛生管理やおもちゃの消毒など、子どもの健康に関わる部分につい

ては丁寧に取り組むことができた。一方で、忙しい時間帯や遊びの後の片付

け、物の整理整頓については改善の余地があり、日常的な環境維持に課題が

見られた。 
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次年度方向性 

常に整った環境を保つことが園の文化として定着するよう、職員の意識を高め

ていく。また、物の見直しや整理を進め、必要なものが分かりやすく配置された

保育環境づくりを行い、子どもにとっても保護者にとっても安心できる園づくりを

目指す。 

 

 

（３）地域の子育て支援事業 

1 

計画・ねらい 青空保育、園開放などによって保育園と地域のつながりを持つ。 

実践結果 

青空保育や園開放などを通して地域とのつながりを目指したが、参加者は少な

く、周知不足や地域のニーズに合った内容の検討が不十分であったことが課題

として挙げられる。一方で、参加があった際には親子と丁寧に関わることがで

き、安心して過ごせる時間の提供につながった。 

次年度方向性 

まずは地域に知ってもらうことを重点とし、情報発信の方法を見直していく。ま

た、地域の子育て家庭のニーズを把握し、それに応じた内容や実施方法を検

討することで、継続的な利用につなげていきたい。地域に開かれた園としての

基盤づくりを進めていく。 

2 

計画・ねらい 「ちきんえっぐ」の定期的な開催により保育園を知ってもらう。 

実践結果 

定期開催を通して園の周知を図ったが、継続的な利用者の獲得には至らな

かった。周知方法や地域のニーズに合った内容の検討が十分でなかったこと

が要因として挙げられる。一方で、園見学や青空保育の際には積極的に声を

掛けるなど、周知に向けた取り組みは行うことができた。 

次年度方向性 

周知方法の見直しと地域ニーズの把握を重点課題とし、内容の充実を図ってい

く。ニーズに応じた魅力ある活動を企画し、継続的な利用や園への関心につな

げていきたい。 

3 

計画・ねらい 保育園が地域の資源としてサービスの提供をする。 

実践結果 

メリーポピンズ鳴子隊との連携を通して地域活動に参加し、地域とのつながり

を深めることができた。また、衣服等を自由に持ち寄り、活用できる「勝手籠」を

設置することで、地域の子育て家庭の支援や交流の場づくりにつながった。 

次年度方向性 

引き続き地域の団体や行事との連携を深め、保育園が地域にとって身近な存

在となるよう取り組んでいく。また、「勝手籠」などの取り組みを通して地域の子

育て家庭への支援を継続し、地域に開かれた園としての役割を強化していきた

い。 

 

 

（４）次世代を担うスタッフ育成 

1 

計画・ねらい 子どもの「生きようとする力」を捉える 

実践結果 

子どもの遊びや生活の姿を「生きようとする力」として捉えることを目指し、園内

研修等を通して定期的に振り返りを行った。行動を表面的に見るのではなく、そ

の背景にある思いや発達要求に目を向ける視点が職員の中で広がり、子ども

理解の深化につながった。 
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次年度方向性 

研修での学びを研修にとどめず、日々の保育の中で常に意識できるよう定着

を図る。子どもの姿を肯定的に捉え、その力をどのように伸ばしていくかを考

えながら、環境づくりや関わりの質の向上につなげていきたい。 

2 

計画・ねらい 子どもの姿や発達に応じた、子どもたちが選び遊びこめる環境の設定 

実践結果 

子どもの姿や発達に応じた環境づくりを目指し、室内環境の見直しや変更を

繰り返し行ってきた。その結果、子どもが自ら選び遊び込む姿が増え、育ちや

関わりの変化が見られた。また、安全面においても改善が図られ、環境の重

要性を改めて実感する取り組みとなった。 

次年度方向性 

異年齢保育を行う園として、それぞれの発達が保障される環境について改め

て学びを深め、チームで検討しながら実践していく。子どもが安心して選び、

主体的に遊びを広げていける環境づくりを継続していきたい。 

3 

計画・ねらい 職員一人ひとりが自分らしさを発揮する 

実践結果 

職員一人一人が自分らしさを発揮することを大切にしたことで、個性が自然と

表れ、温かく安心できる雰囲気の中で保育を行うことができた。職員それぞれ

の強みや関わりが、子どもの安心感や意欲につながり、多様な育ちを支える

環境づくりにつながった。 

次年度方向性 

引き続き個性を尊重しながら、子どもも大人も自分らしさを発揮できる園づくり

を進めていく。その上で、保育者としての基礎的な専門性を全職員が身につ

けることを前提とし、共通の土台の上にそれぞれの個性が生かされる組織づ

くりを目指す。 

 

 

（５）環境実施目標 

1 

計画・ねらい 畑仕事や食育体験を通して、食べるまでの過程・食の循環を体験する 

実践結果 

畑仕事を日常的に行い、月1回の食育活動を通して、食べるまでの過程や食

の循環を体験する機会を継続してきた。季節の作物や旬を知るとともに、収

穫までの大変さや食への感謝の気持ちが育ち、食事への意欲や態度の変化

が見られた。また、食べたものが土へと還る循環を実感する姿も見られた。 

次年度方向性 

引き続き食の循環を体験できる活動を行いながら、収穫だけでなく土づくりや

生き物、雑草との関係性など、育てる過程への理解を深めていく。自然とのつ

ながりの中で食を捉え、主体的な関わりを広げていきたい。 

2 

計画・ねらい 自然と生活のつながり（生態系サービス）について理解を深める 

実践結果 

日々の散歩や自然体験を通して、自然と生活のつながりを感じる機会を積み

重ねることができた。枯れ葉を集めて焚き火を行うなど、人が自然の中で生活

していく営みを体験する取り組みも行った。 

次年度方向性 

自然と生活の関係をより具体的に実感できる活動を充実させていく。育てたも

のを食べるだけでなく、自然の中にある食材の活用や、自然物を使った生活

用品や装飾づくりなどを通して、生活を豊かにする知恵や感覚を現体験として

積み重ねていきたい。 
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（６）主体的・対話的で深い学び 

1 

計画・ねらい 園内研修の充実 

実践結果 

毎月の園会議で園内研修を工夫し、職員自身が主体的・対話的に学べる機会

を設けた。その結果、発信力や議論力が向上し、研修や会議を自ら作り上げる

意識が育った。 

次年度方向性 
職員が研修の企画段階から主体的に関わり、子どもの最善の利益を考えた学

びを深められるよう、園内研修の質をさらに高めていく。 

2 

計画・ねらい 
子どもが主体的に興味関心を持ったことに対し、対話的で深い学びが得られる

活動を展開する。 

実践結果 

計画と振り返りを通して、子どもが主体的に興味関心を持つ場面を捉え、対話

的で深い学びが得られる活動を展開した。特に3〜5歳児クラスでは、職員が一

方的に教えるのではなく、子ども自身が体験し、工夫しながら教え合い・学び合

う姿が見られ、主体的な学びが実践できた。 

次年度方向性 

引き続き子どもの興味関心を起点に活動を計画し、主体的・対話的な学びがさ

らに深まるよう支援していく。職員は見守りや環境設定を通して、子ども同士の

学び合いを促す役割を強化していきたい。 

3 

計画・ねらい ノンコンタクトタイムの確保 

実践結果 

休憩場所を増やすなどの工夫により、職員が休息を取りやすい環境が整ってき

た。これにより、業務の合間にしっかりとリフレッシュする時間を確保できるよう

になり、職員の安心感や業務効率にもつながった。一方で、園のスペースや時

間の制約から、ノンコンタクトタイムを十分に確保できない場面もあり、今後の

改善課題として残っている。 

次年度方向性 

園の時間や空間の使い方をさらに工夫し、職員一人ひとりが安定してノンコンタ

クトタイムを確保できるよう取り組みを進めていく。職員の心身の余裕を大切に

しながら、より良い保育環境を支える仕組みづくりを継続していきたい。 

 

 

 

２．施設運営 
 

（１）児童利用状況 

月極利用児童受託状況（延べ人数） 

 0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計 

年度前半：

4～9月 
6名 10名 10名 

 

11名 

 

12名 12名 61名 

年度後半：

10～3月 

 

6名 

 

9名 

 

9名 

 

11名 12名 12名 59名 
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延長保育利用状況 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

利用総

人数 
176名 168名 198名 232名 193名 161名 196名 164名 178名 173名 168名 182名 2189名 

うち0

歳児 
1名 0名 0名 0名 2名 2名 2名 1名 0名 0名 0名 0名 8名 

（解説）１８時以降の延長保育利用者とする 

 

一時保育利用状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

利用総

人数 
0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 1名 1名 

うち0

歳児 
0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 

 

 

（２）開所時間 

７時００分～２０時００分　　 

 

 

（３）スタッフ構成　（３月１日時点） 

常勤 

 保育士 ７名  看護師 1名  栄養士 1名 

 調理 1名     

パート 

 保育士 4名  保育補助 1名  事務 1名 

 用務 1名     

 

 

 

３．運営報告 
 

（１）施設内会議 

会議名 実施回数 会議内容 

園会議 月1回120分 保育運営について、行動計画の決定・共有、園内研修 

給食運営会議 月1回 食育活動、喫食状況(残食の記録等)の確認、食事環境についての検討 
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事故防止委員会 月1回 
自園及び系列園で起きた事故のケーススタディと改善策策定、全園事

故防止委員会での内容共有ヒヤリハット・インシデント分析 

ケース会議 月1回 要支援児個別計画の振り返り及び省察、要支援児個別計画の見直し 

園会議 月1回120分 保育運営について、行動計画の決定・共有、園内研修 

 

 

（２）出席した施設外会議（Web参加含む） 

会議名 実施回数 参加スタッフ 

施設長会議 月1回 施設長 

施設長勉強会 月1回 施設長 

食育会議 年4回（5.8.11.2月） 施設長、調理スタッフ 

保健会議 年4回（5.8.11.2月） 施設長 

主任会議 年4回 主任・ミドルリーダー 

子育ての質を上げる会議 月1回 保育士 

併設園会議 年2回 施設長 

 

 

（３）係の設置状況 

係名 活動の様子・省察 

衛生管理係 衛生管理や衛生点検の徹底。適切な備品管理の徹底。 

安全対策係 避難訓練・不審者侵入訓練の実施。設備などの点検・確認 

防火管理者 
災害に対しての避難訓練の立案。設備や災害備蓄品の点検、

管理。 

食品衛生管理係 食品の品質管理・衛生点検の徹底。調理室の衛生管理。 

畑係 年間農業計画の遂行、管理 

生き物係 衛生管理や衛生点検の徹底。適切な備品管理の徹底。 
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（４）行事係の設置状況 

係名 活動の様子・省察 

どろんこ祭り係 
保護者や地域の方々とともに、夏祭りを計画・実施し、園・家庭・地域

のつながりを深める機会となった。 

朝霞市民祭り　彩夏祭 
有志の保護者や子どもたちと地域の祭りに参加し、地域との関わりを

広げる機会となった。 

 

 

 

４．保育支援 
 

（１）保育･保育参加･保護者面談および発達相談・園児の保護者への支援および意見要望へ

の対応 

保育 

・園生活に不安や戸惑いを抱える保護者に対し、随時面談を受け入れていることを周

知し、積極的に対話の機会を設けた。これにより、保護者の思いや背景を丁寧に受け

止め、信頼関係の構築につなげることができた。 

 

・日々のタイムラインを充実させ、園での取り組みや子どもたちの姿を継続的に発信

した。家庭との情報共有が深まり、保護者の安心感や園への理解を高めることにつな

がった。 

保育参加 
4～3月まで　合計14名　が参加済み　　（3月1日時点） 

・保育参加後にアンケートを実施済み 

保護者面談

および発達相

談 

4～3月まで　合計3名　が参加済み　　（3月1日時点） 

・詳細は保護者面談記録に記載 

運営委員会 

運営委員会を11月14日にメリー★ポピンズkids北朝霞ルームにて実施し、参加した保

護者2名 

詳細は議事録に記載　　 

 

 

（２）計画した年間行事の振返り 

　・別紙「２０２５年度 年間スケジュール」に掲載 

　・保育参加・保護者面談は随時開催 

 

 

（３）給食・食育に関する実践結果 

 

1 

計画・ねらい 丁寧な食事を提供し、落ち着いた空間で食を豊かなものにする。 
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実践結果 

食事環境を日々丁寧に整えることを意識し、子どもが安心して食事に向き合

えるよう努めた。また、個々の食事状況の把握を行いながら、食事中の環境

や食事までの生活リズムを整えることにも取り組んだ。 

その結果、落ち着いて食べる姿が増え、残食の減少につながるなど、食への

安心感や意欲の高まりが見られた。 

次年度方向性 

引き続き、丁寧な食事環境づくりを大切にしていくとともに、単に「食べること」

にとどまらず、食材がどこから来てどのように調理されているのか、自分の体

にどのような働きをするのかなど、食に関心を持てる経験を積み重ねていく。 

食べるまでの過程を知ることで、主体的な食への意欲につながる環境づくりを

進めていく。 

2 

計画・ねらい 
食材や食の循環・環境への意識を身に付けていく。食を通してすべての物へ

の感謝の気持ちを知る。 

実践結果 

自分たちの畑での栽培活動や生き物の世話を通して、食材がどこから来るの

かを体験的に学ぶ機会を設けた。鶏の飼育や卵の収穫、野菜や果実の収穫

などを通して、食の循環を身近に感じられるよう取り組んだ。また、コンポスト

の活用により、食べ残しや自然物が土へと還っていく過程を経験することがで

きた。 

こうした活動に対して子どもたちは意欲的に関わり、栽培や収穫、世話を楽し

む姿が見られた。一方で、これらの経験が食を通した「すべてのものへの感謝

の気持ち」へ十分に結びついているかについては、課題も残った。 

次年度方向性 

引き続き、栽培や飼育を通した体験を大切にするとともに、より広い視点で食

と自然とのつながりを感じられるよう取り組んでいく。自分たちが世話をして育

てるものだけでなく、自然の中で育つ野草や木の実などに触れる経験を取り

入れ、私たちの食が自然の恵みに支えられていることを実感できる環境づくり

を進めていく。 

また、鶏の餌づくりなどにも取り組み、食の背景や循環への理解を深めること

で、食への関心や感謝の気持ちにつながる体験を積み重ねていく。 

 

 

（４）保健に関する実施結果 

実施項目 詳細 

園児健康診断 5月29日／11月21日に実施 

歯科検診 5月30日にメリー★ポピンズkids北朝霞ルームにて実施 

保健だより 毎月25日におたより配信を実施 

スタッフ健康診断 年1回実施 

スタッフ検便 毎月1回（全スタッフ対象） 

その他実施した園児への保

健指導、又は、取組等 

①  4月　園内にて手洗い指導を実施 

②  6月　園内にて歯磨き指導を実施 

③  12月　園内にて性教育を実施 
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流行した感染症 
①  12月にインフルエンザA、園児4名・スタッフ1名感染報告あり。 

②  2月にインフルエンザB、園児2名感染報告あり。 

発作・痙攣等の対応 なし 

エピペン®使用できるスタッフ

の状況 
・本日時点で、在籍スタッフ19名のうち、15名が使用可能 

AED使用できるスタッフの状

況（AED設置施設のみ） 
・本日時点で、在籍スタッフ19名のうち、15名が使用可能 

その他保健に関する取組 
新型コロナウイルスおよび他ウイルス感染予防のため、うがい指導・手

洗い指導を行う。また消毒・換気を徹底する 

 

 

（５）各種点検 

危機管理 

設備点検・事故防止チェック 4･7･10･1月の25日に計4回実施済み 

防災自主点検 

（備蓄品点検含む） 
6･12月の25日に実施済み 

避難消火訓練 毎月1回／15日に計12回実施済み 

不審者侵入訓練 6･12月の25日に実施済み 

情報セキュリティチェック 5月･11月に実施済み 

誤飲・誤嚥防止チェック 4･7･10･1月の25日に計4回実施済み 

衛生管理 

衛生管理点検表／毎日 毎日実施⇒実施していない日　0日 

衛生管理点検表／毎週 毎週金曜日実施⇒実施していない日　0日 

衛生管理点検表／毎月 毎月25日に計12回実施済み 

個人衛生点検簿／毎日 毎日実施⇒実施していない日　0日 

健康管理 

予防接種状況・既往歴の確認

／保険証期限確認 

年2回／4･10月　 

⇒4月1日、10月1日に実施済み 

身長体重測定 毎月1回／20日　実施済み 

児童健康診断 

  

内科健診　各年2回／5月29日、11月21日 

歯科健診　各年1回／5月30日 

運営管理 

児童・保護者の人権に関する

チェック 

年2回／4･10月の園会議時　 

⇒4月25日、10月24日に実施済み 
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コンピテンシー自己採点 毎月1回／園会議冒頭5分間　実施済み 

利用者アンケート調査 8月25日～9月5日に実施済み 

 

 

（６）実施した環境整備の状況 

1 

計画・ねらい 
戸外活動では身近な環境に親しみ、自然と触れ合う中で様々な事象に興味関

心を持つ。 

実践結果 

様々な場所での戸外活動を継続的に行い、今年度も自然に触れる体験を充実

させることができた。四季を感じられる環境を意識して活動を計画し、現体験を

通して子どもたちの興味・関心を広げる姿が見られた。 

 

暑さや寒さにより活動が制限される時期もあったが、川遊びや水遊び、焚き火

など季節に応じた体験を取り入れることで、自然への関心を深めることにつな

がった。 

次年度方向性 

引き続き、火や水など自然の要素を取り入れた体験活動を大切にしていく。そ

のうえで、単発的な体験にとどまらず、継続的に関われる活動内容や仕組みを

検討し、より深い学びや気づきにつながる戸外活動へと発展させていきたい。 

2 

計画・ねらい 自分から環境に関わり、自分で考え主体的に行動できる環境を整える。 

実践結果 

3～5歳児、0～2歳児それぞれの発達や子どもの姿に合わせ、室内環境をその

都度見直しながら整えてきた。異年齢での発達差から、すべての発達を十分に

保証する難しさもあったが、時間や空間の使い方を工夫することで、継続的な

遊びや異年齢ならではの関わりが生まれ、育ちにつながる姿が見られた。ま

た、季節に応じた動植物を取り入れることで、子どもが自ら環境に関わり、興味

を広げながら学びを深める姿が見られた。 

次年度方向性 

引き続き環境構成の充実を図るとともに、遊びだけでなく掃除や食事など日常

生活の場面においても、子どもが自ら考え主体的に行動する姿につなげてい

く。 

3 

計画・ねらい 子どもの姿の共有と視覚化 

実践結果 

職員一人ひとりが主体的に子どもの姿を捉え、写真掲示やポートフォリオ、ド

キュメンテーションを通して保護者へ発信する取り組みが定着してきた。行事だ

けでなく、日々の散歩や遊びの振り返りなど、日常的に共有する文化が根付き

つつある。 

 

また、こうした可視化や共有の積み重ねが、保育への理解や園運営への感謝

の声につながっていると感じている。 

次年度方向性 

引き続き職員の主体性を大切にしながら、子どもや保育を楽しむ姿を発信して

いく文化をさらに深めていく。あわせて、保護者を保育の理解者・協働者として

巻き込み、子育てのパートナーとしての関係性や信頼をより一層高めていく。 
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（７）手作り遊具・家具安全点検結果 

手作り遊具・家具一覧 

No 遊具・家具名 設置場所 点検実施時期 点検結果 

1 玄関ベンチ 玄関 3か月に1回 異常なし 

2 2×4収納棚 調乳室 3か月に1回 異常なし 

3 幼児室ベンチ 幼児室 3か月に1回 異常なし 

 

 

 

５．危機管理（防災・ケガ事故防止・防犯・光化学スモッグ） 

1 

防災訓練 

実施結果​

 

総合避難訓練では、通報訓練を含めた実践的な訓練を実施し、緊急時の連

絡体制や職員の動きについて確認を行った。訓練を通して課題や改善点を把

握し、対応力の向上につなげることができた。 

2 

怪我防止 

実践結果 

 

ヒヤリハットやインシデントの検証を行い、重大事故の未然防止に向けた対策

を検討した。園内設備や家具配置等、怪我につながる可能性のある事項につ

いて職員間で迅速に共有し、環境の見直しと改善に努めた。 

3 
防犯実践結果 

 

定期的な訓練に加え、様々な場面を想定した不審者侵入訓練を計画・実施し

た。訓練後には振り返りを行い、動きや役割の確認を通して防犯意識の向上

につなげることができた。 

4 
光化学スモック 

実施結果 

自治体から発令される注意報を適時確認し、活動時間や場所を調整すること

で、子どもの健康と安全に配慮した保育を実施した。  

5 
熱中症 

実施結果 

環境省の熱中症予防情報を随時確認し、危険が予測される場合には屋外活

動を控える等、職員間で情報共有を行いながら安全な保育環境の確保に努

めた。 

 

 

 

６．実習生・中高生の受入 
 

（１）今年度の振返り 

学生たちが保育が楽しい・子どもと過ごすことが好きと思えることを意識して受け入れを行った。その

なかで、子ども理解を深め、自己課題を発見する場を提供することができた。 

 

 

（２）実習生の受入 

日程 学校名 人数 実習内容 

8月12～25日 日本児童専門学校 2名 部分実習1名、責任実習1名 

8月25～9月6日 日本児童専門学校 1名 部分実習 

10月14日 日本児童専門学校 2名 観察実習 
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10月16日 

11月25日 

11月27日 

2月2～2月16日 日本児童専門学校 1名 責任実習 

2月9～2月24日 
埼玉福祉保育医療製菓調

理専門学校 
1名 部分実習 

 

 

（３）中高生の受入 

今年度の受入れはなし 

 

 

 

７．スタッフ研修 
 

（１）園内研修の開催 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

コンピテンシー

自己採点 

25日 

19名 

23日 

19名 
 2 2 2 2   3 2 2 

人権チェック・

虐待防止研修 

15日 

19名 

実施

なし 

実施 

なし 

実施 

なし 

実施 

なし 

実施 

なし 

24日 

19名 

実施 

なし 

実施 

なし 

実施 

なし 

実施 

なし 

実施 

なし 

 

 

（２）外部研修への出席 

なし 

 

 

（３）法人支援制度の活用・出席 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

業務改善研修 

（子育ての質を上げる

会議） 

16日 

1名 

21日 

1名 

25日 

1名 

16日 

1名 

20日 

1名 

17日 

1名 

15日 

1名 

19日 

1名 

17日 

1名 

21日 

1名 

18日 

1名 

18日 

1名 

施設長勉強会 
17日 

1名 

22日 

1名 

26日 

1名 

17日 

1名 

21日 

1名 

18日 

1名 

16日 

1名 

20日 

1名 

18日 

1名 

22日 

1名 

19日 

1名 

19日 

1名 

全社員研修 11～12月までの間に動画視聴にて研修を実施（全スタッフ対象） 

 

 

（４）スタッフ個人別育成計画 

施設長が年１回実施するフィードバック面談時に「個人ごとの次期の目標設定と併せて、次期の育成計
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画を施設長が所定様式を使用して個々に伝えた。半期に一度、中間面談の実施を行い、進捗確認をした。 

 

 

 

８．地域交流 
 

（１）今年度方針・テーマの振り返り 

今年度は、地域の小学校や系列園との連携に加え、新たに地域の保育園とのつながりを構築することが

できた。これらの交流を定期的に実施したことで、子どもにとって多様な人や環境に触れる機会となり、社

会性の育ちに寄与した。また、子ども同士の交流にとどまらず、商店街ツアーを通して地域の職場や仕

事、店舗等との関わりを持つことにより、園を拠点とした地域への理解を深め、つながりを広げることがで

きた。 

 

 

（２）実施した地域交流 

活動行事 内容 

どろんこ祭り 年1回　　　参加述べ人数：約166名 

青空保育（保育園主

催） 
月1回　　　公園名：北割公園にて 

商店街ツアー 週1回　主な行き先：オリンピック、図書館、警察署、郵便局、消防署等 

異年齢交流 8月8日に当園幼児室にて小学生との交流を実施　 

銭湯でお風呂の日 月1回　〈3～5歳児〉　実施 

 

 

 

９．小学校との子ども間交流・職員間交流 
 

（１）今年度の振り返り 

小学校校内や授業の見学にとどまらず、小学生との直接的な交流を定期的に実施することができ

た。これにより、子ども自身が小学生への憧れや就学への見通しを持つ姿が見られており、円滑な

就学につながることが期待される。また、職員間においても子どもの様子や接続に関する情報交換

を丁寧に行うことができた。 

 

 

（２）具体的な連携 

日程 
学校名・ク

ラス名 

参加 

人数 
活動名（会場） 内容 

8月8日 市内小学校 12名 
小学生との交流 

（当園幼児保育室） 
子ども間交流 
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9月19日 
朝霞第七小

学校 
12名 

校内見学 

（朝霞第七小学校） 
子ども間交流 

12月15日 
朝霞第三小

学校 
12名 

校内見学 

（朝霞第三小学校） 
子ども間交流 

1月21日 市内小学校 12名 
幼保小連絡会 

（朝霞市民会館） 
職員間交流 

2月5日 
朝霞第五小

学校 
12名 

授業参観 

（朝霞第五小学校） 
子ども間交流 

 

 

 

１０．要支援児 
今年度、対象園児なし 

 

（１）進級引継、および小学校への引継状況 

保育児童要録および幼稚園・保育園・小学校による連携会等を活用し、関係機関との情報交換を

行ってきた。また、定期的な小学校訪問や関係事業との交流を通して情報共有を図り、円滑な進級

および就学に向けた引き継ぎを実施してきた。 

 

 

 

１１．子育て支援事業 

（月別）子育て支援（イベント・青空保育を含む）延べ来訪者数 

 4月   5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 
年間 

合計 

実績数 1 2 2 1 0 3 1 1 0 0 0 2 13 

 

実施項目 詳細 

施設開放 （月）～（土）9:30～16:30　にて実施　来園延べ人数：0名 

子育て相談 （月）～（土）13:00～16:30　　　　　⇒計0件相談実施済み 

自然食堂　

親子ランチ

交流 

毎週（水）10:00～12:00　　　　　　　⇒計0回実施済み 

参加者延べ人数 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 

どろんこ芸術

学校 

どろんこ自然

学校 

毎週（水）10:00～12:00　　　⇒計1回実施済み 

参加者延べ人数 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

0名 0名 0名 1名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 
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勝手籠設置 （月）～（土）7:00～20:00　にて実施 

ちきんえっぐ

だより 
毎月1日発行 

青空保育（支

援センター主

催） 

月1回　　　公園名：北割公園にて　以下日程にて実施 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

1名 2名 2名 0名 0名 3名 1名 1名 0名 0名 0名 2名 0名 

 

 

 

１２．園運営の向上 
 

（１）福祉サービス第三者評価の受審 

今年度受審なし 

 

 

（２）園による自己評価の実施 

２０２５年７月２５日に「内部監査チェック表」を用いて、以下の通り、自己評価を実施済み。 

自己評価開始時刻：８時３０分 

自己評価終了時刻：１７時３０分 

自己評価実施者：施設長、主任、事務 

 

 

（３）利用者アンケートの実施 

施設利用 保護者に対し、アンケートを実施 

アンケート配布日：８月２５日 

アンケート回収率：１１１.５％ 

利用者アンケートでは、子どもの成長を喜ぶ声や園の対応への感謝の声が多く見られ、日頃の保育

の取り組みに対する一定の評価が得られた。一方で、暑さ対策や保育士の配置に関して、不安や改

善を求める意見も見られた。 

 

これらの意見を踏まえ、子どもの安全が確保され、発達が保障される環境について改めて検討を行

い、画一的な対応とならないよう、子どもの発達や気温等に応じた柔軟な対応を徹底していく。 

 

 

 

１３．苦情解決・ケガのうち報告すべき事項 
ご意見ご提案デスク（ＨＰ・メール・電話）、口頭・書面・連絡帳・ご意見ご提案ボックスによって寄せられた

全ての意見・要望・苦情について、原則、「苦情対応体制」に従い、法人として解決を図る。以下、報告す

べきご意見・ケガに関しては次の通りとなる。 

 

（１）報告すべきご意見 

報告すべきご意見　０件 
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（２）報告すべきケガ（事故含む） 

報告すべきケガ（事故含む）　０件 

 

 

 

※なお、報告書内の３月度の数値結果に関しては、すべて見込みの数値となっている。 

 

 

以上 

 

 

作成日：２０２６年３月１５日　作成者：メリー★ポピンズ kids北朝霞ルーム 　施設長：横田修太郎 
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